
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 学習活動 指導上の留意点 

導入 震災直後の写真の様子

から、被災した人の願いに

ついて考える。 
救命・救助、避難所、ライ

フラインや道路、公共機関

や住宅 

・多様な意見が出るように、「もしも自分が負傷したら」「も

しも家族で避難所生活を送っていたら」等の視点で考え

させる。 
 

展開 災害直後から約半年後

までの復旧に向けた行政

の支援等について考える。 

ライフライン、学校、 

仮設住宅 

 

災害後約１年以上が経

過した復興期の行政の支

援等について考える。 

がれきの処理、 

公営住宅 

 
交流型仮設住宅の工夫

について考える。 

・被災者の願いから、さまざまな取り組みが進められたこ

とを理解させる。 

・行政の助けを得ながら、互いに助け合い、少しずつ復興

していったことを感じ取らせる。 

 

 

・費用の負担は、どこがしているのかについて考えさせ、

まちの復旧・復興には、地方公共団体が大きく関わって

いることに気づかせる。 

・災害の規模によっては、国も支援することをおさえる。

 

 

・阪神・淡路大震災の経験が、東日本大震災の仮設住宅に

どのように生かされているかについて考えさせる。 

・復旧・復興のためには、被災した人の心への配慮が欠か

せないことを理解させる。 
まとめ コラムを通して、災害時

に正確な情報を得ること

の大切さを理解する。 

・災害時も、その後の復旧・復興に際しても正確な情報が

欠かせないことをおさえる。 

まちの復旧・復興のために果たす政治の働きを理解する。 

社会 6 年 

社会 6 年 

題 材 の ね ら い  

教科等との関連  

展 開 例  

公の助けを得る

 

阪神
は ん し ん

・淡
あ わ

路
じ

大震災
だ い し ん さ い

からの復旧
ふ っ き ゅ う

・復興
ふ っ こ う

 

 社会（２）―ア 

国民生活には地方公共団体や国の政治の働きが反映していること。 

  

Ａ

Ｂ

Ｂ 災害用伝言ダイヤルについて 
Ａ 東日本大震災では、災害発生直後携帯電話・

スマートフォンによるテレビ視聴（ワンセグ

放送）が重要な情報伝達手段となった。 

http://www.ntt-west.co.jp/dengon/ 
録音：171‐1‐（電話番号を市外局番から） 

再生：171‐2‐（電話番号を市外局番から） 


